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越こ
し
王わ

遺
跡　

西
蒲
区
竹
野
町

　

越
王
遺
跡
は
角
田
山
東と

う

麓ろ
く

に
張
り
出
し
た
台
地
の
一
画
に
位
置
す
る
古
墳

時
代
の
遺
跡
で
あ
る
。
現
在
は
カ
キ
畑
に
な
っ
て
い
る
。

　

遺
跡
は
、
昭
和
五
十
三
（
一
九
七
八
）
年
に
新
潟
県
教
育
委
員
会
が
行
っ

た
分
布
調
査
で
発
見
さ
れ
た
が
、
発
掘
調
査
は
実
施
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

ま
で
一
六
〇
点
ほ
ど
の
管
玉
の
製
作
工
程
遺
物
が
採
集
さ
れ
、
玉
造
り
遺
跡

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
遺
跡
の
詳
細
な
範
囲
は
不
明
で
あ
る
が
、
標
高
三

〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
平へ

い

坦た
ん

面
に
立
地
す
る
概
し
て
小
規
模
な
遺
跡
の
よ
う
で

あ
る
。

　

越
王
遺
跡
で
採
集
さ
れ
た
遺
物
の
中
心
は
、
緑
色
凝ぎ

ょ
う灰か
い岩が
んを

石
材
と
す
る

玉
（
管
玉
）
造
り
の
資
料
で
あ
る
。
土
器
は
極
め
て
少
な
く
、
時
期
の
判
然

と
し
な
い
微
細
な
破
片
が
少
量
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
玉
造
り
の
資
料
の
大
半

は
、
石
を
打
ち
割
る
過
程
で
生
じ
た
石
の
破
片
で
あ
る
。
中
に
は
角
柱
状
の

石
材
や
、
こ
れ
に
細
か
い
加
工
を
加
え
た
も
の
も
あ
る
。
管
玉
を
磨
い
た
の

ち
に
、
穴
を
開
け
る
工
程
の
資
料
も
少
量
な
が
ら
見
つ
か
っ
て
お
り
、
こ
の

遺
跡
が
管
玉
の
完
成
ま
で
の
一
連
の
作
業
が
行
わ
れ
た
工
房
跡
で
あ
る
こ
と

図98　遺跡の位置　
５万分１地形図「弥彦」

図99　空から見た遺跡周辺　中央,越王遺跡
右,菖蒲塚古墳　左,南赤坂遺跡
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を
示
し
て
い
る
。

　

越
王
遺
跡
の
玉
造
り
の
特
徴
は
、
石
を
打
ち
割
っ
た
際
の
衝
撃
点
が
き
わ
め
て
小
さ
く
、
こ
れ
を
中
心
に
半

円
形
の
リ
ン
グ
が
巡
る
こ
と
で
あ
る
（
図
一
〇
一
）。
よ
く
似
た
例
は
、
越
王
遺
跡
の
西
約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル

に
あ
る
古
墳
時
代
前
期
の
南
赤
坂
遺
跡
（
五
八
ペ
ー
ジ
）
で
見
つ
か
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
特
徴
は
、
こ
の
時

期
特
有
で
あ
り
、
先
の
尖と

が

っ
た
金
属
を
打
点
に
据
え
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
越
王
遺
跡
と
南
赤
坂
遺
跡
と
で

は
石
材
の
大
き
さ
も
類
似
し
て
い
る
。
し
か
し
、
二
つ
の
遺
跡
は
至
近
距

離
に
あ
り
な
が
ら
、
管
玉
の
石
材
で
あ
る
緑
色
凝
灰
岩
の
石
質
が
大
き
く

異
な
っ
て
い

る
。
越
王
遺
跡

に
土
器
が
極
端

に
少
な
い
理
由

や
、
二
つ
の
遺

跡
の
関
係
を
明

ら
か
に
す
る
こ

と
が
今
後
の
課

題
で
あ
る
。

図100　越王遺跡

図101　管玉製作工程の石片　上, 越王
遺跡　下, 南赤坂遺跡　ともに幅2.9セ
ンチメートル　越王遺跡の石材は，南
赤坂遺跡に比べきめが細かい


